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22002211年年（（令令和和３３年年））１１月月１１日日キキ ャャ ロロ ッッ トトＡＡＡＡＣＣププレレスス（（１１））

お 知 ら せ
【一人親方労災保険加入者の皆様へ】

一人親方労災保険更新のお

知らせを、２頁に掲載してい

ますのでご覧ください。

速やかな、更新手続きをよ

ろしくお願いします。

始始
まま
りり
はは

幼
い
頃
か
ら
、
手
先
が
器
用

な
こ
と
も
あ
り
、
小
学
校
の
授

業
で
は
図
工
が
と
て
も
好
き

で
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

感
じ
、
将
来
は
手
に
職
を
つ
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

富
岡
装
飾
（
中
川
区
）
の
従

業
員
に
な
り
半
年
に
な
り
ま

す
。
内
装
工
の
職
人
と
し
て
勤

め
る
前
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で

知
り
合
っ
た
お
客
さ
ん
の
紹
介

で
防
水
工
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
体
力
的
な
こ
と
も
あ

り
半
年
ほ
ど
で
辞
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
防
水
工
か
ら
内
装

工
へ
と
転
職
し
ま
し
た
が
、
幼

い
頃
か
ら
得
意
な
も
の
づ
く
り

に
は
変
わ
り
な
い
の
で
、
こ
の

男
性
社
会
の
建
設
業
に
再
び
就

く
こ
と
に
は
、
何
の
抵
抗
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

毎毎
日日
がが
勉勉
強強

店
舗
の
ド
ア
の
枠
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
壁

に
塩
ビ
シ
ー
ト
を
い
か
に
美
し

く
貼
る
か
が
要
求
さ
れ
る
仕
事

で
す
。
塩
ビ
シ
ー
ト
が
二
重
に

な
る
こ
と
や
シ
ワ
、
凹
凸
、
ま

た
髪
の
毛
一
本
で
す
ら
ボ
ー
ド

と
シ
ー
ト
の
間
に
入
る
こ
と

は
、
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

面
の
箇
所
は
一
面
平
ら
な
の
で

と
て
も
貼
り
や
す
い
で
す
が
、

角
や
隅
は
シ
ー
ト
の
折
り
返
し

が
あ
り
、
ひ
と
苦
労
し
ま
す
。

今
は
、
失
敗
の
繰
り
返
し
で

す
が
、
毎
日
と
て
も
仕
事
が
楽

し
く
充
実
し
て
い
ま
す
。
朝
か

ら
夕
方
ま
で
勉
強
の
日
々
で
す

が
全
く
嫌
だ
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
全
て
は
、
自
分
の
た
め
だ

か
ら
、
親
方
や
先
輩
の
指
導
に

感
謝
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
技

術
や
技
能
を
習
得
し
て
い
ま

す
。憧憧

れれ
はは
親親
方方

ま
だ
ま
だ
、
未
熟
で
時
間
が

掛
か
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
い

つ
か
、
憧
れ
の
親
方
に
追
い
つ

き
追
い
越
し
て
み
た
い
と
、
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事

が
大
好
き
で
す
か
ら
、
こ
の
富

岡
装
飾
が
大
好
き
だ
か
ら
、
こ

の
先
何
十
年
も
内
装
工
の
職
人

と
し
て
現
場
に
立
ち
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

新年号特集第1弾

仕仕
上上
がが
りり
のの
美美
しし
ささ
をを
追追
求求

ごご
まま
かか
しし
はは
許許
ささ
れれ
なな
いい

くろ き すず な

黒木 涼奈さん

一
昨
年
の
七
月
に
念
願
の
組
織
人
員
一
万
三
千
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
新
た
な
目
標

と
し
て
「
め
ざ
せ
！
一
万
五
千
人
の
組
合
」
を
掲
げ
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
蔭
で
、
一
万
三
千
九
百
三
十
九
人
（
十
二
月
一
日
現
在
）
と
な
り
、
順
調
に
組
織
人

員
を
増
や
し
最
高
現
勢
更
新
中
で
す
。
そ
の
県
下
最
大
の
組
織
人
員
数
を
誇
る
全
建
愛

知
の
女
性
組
合
員
数
は
、
四
百
二
十
人
ほ
ど
（
三
％
）
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
の
女
性
組
合
員
の
黒
木
涼
奈
さ
ん
（
二
十
一
歳
・
内
装
工
・
中
川
熱
田
支
部
所
属
）

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
男
性
に
混
じ
り
な
が
ら
額
に
汗
を
か
き
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
姿
を
一
日
密
着
取
材
し
ま
し
た
。

真剣な眼差しで丁寧にシートを貼る黒木さん

富富岡岡装装飾飾のの皆皆ささんんかかららエエーールル

あ
さ
み

ま
な
ほ

先先
輩輩

浅浅
見見

愛愛
穂穂
ささ
んん

ひ
た
向
き
に
、
毎
日
仕
事

に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
彼

女
は
、
前
職
が
防
水
工
で
し

た
の
で
、
ロ
ー
ラ
ー
の
扱
い

が
人
一
倍
上
手
く
、
水
状
の

プ
ラ
イ
マ
ー
（
接
着
剤
）
を
床
に
垂
ら
す
こ
と
な
く
ボ
ー

ド
一
面
に
塗
り
ま
す
。
今
は
、
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

大
き
く
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 と

み
お
か

よ
し
た
か

代代
表表

富富
岡岡

可可
臣臣
ささ
んん

毎
日
、
笑
顔
で
元
気
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
よ
。
時
に
は

失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
厳
し
く
指
導
し
て
も
嫌

な
顔
一
つ
せ
ず
、
素
直
で
前

向
き
で
や
る
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
明
る
く
陽
気
な

性
格
の
彼
女
は
、
現
場
に
出
入
り
す
る
他
の
職
人
さ
ん
か

ら
も
と
て
も
可
愛
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ゆ
っ

く
り
技
術
を
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
成
長
が
楽
し
み
で

す
。

ボードに貼る長いシートを切っています

令和２年12月１日現在の
組織人員は、13,939人。
引き続き組織拡大にご協力
よろしくお願いします。

組織人員



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（２）2021年（令和３年）１月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
健
勝
の
う
ち
に
新

し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

は
組
合
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

世
の
中
は
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
渦
中
で
あ
り
、
昨

年
の
夏
季
五
輪
の
延
期
や
、
県

内
で
開
催
さ
れ
た
二
年
続
き
の

技
能
五
輪
も
無
観
客
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
の
行
事
や
運

動
も
、
感
染
症
対
策
と
し
て
中

止
や
縮
小
開
催
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

な
ど
、
も
ど
か
し
い
状
況
か
ら

抜
け
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
か
と

言
っ
て
後
ろ
ば
か
り
を
向
い
て

い
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
私
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
を
分
析
し
、
新
し
い
生
活

様
式
や
新
し
い
働
き
方
を
探
求

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
む
し
ろ
コ
ロ
ナ
を
逆

手
に
と
っ
て
、
「
考
え
る
時
間

が
増
え
た
事
も
良
し
」
と
し

て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ

た
り
、
現
場
作
業
や
管
理
の
効

率
化
も
図
り
た
い
も
の
で
す
。

組
合
運
営
の
根
幹
を
な
す
、

建
設
国
保
関
連
で
は
、
予
算
確

保
の
運
動
に
も
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
出
て
、
面
談
を
含
む
直
接
交

渉
に
も
困
難
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
仲
間
の
命
と

健
康
維
持
に
必
要
な
、
集
団
健

康
診
断
も
中
止
せ
ざ
る
を
え

ず
、
巡
回
健
診
や
個
人
健
診
等

を
促
し
て
い
ま
す
が
、
忙
し
い

現
場
で
働
く
仲
間
に
と
っ
て
は

不
自
由
さ
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
受
診
率
目
標
の
設
定
に

も
、
事
情
の
考
慮
を
要
請
し
ま

し
た
。

今
年
の
保
険
証
交
換
も
、
最

大
限
の
安
全
を
考
え
て
昨
年
に

続
き
郵
送
交
換
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
続
い
て
開
催
時
期

が
集
中
す
る
支
部
総
会
に
も
、

十
分
な
配
慮
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
尚
、
こ
の
四
月
か
ら
保

険
証
が
世
帯
単
位
の
管
理
か
ら

個
人
単
位
に
変
更
に
な
り
、
二

桁
の
番
号
が
付
加
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
方
は
、
現
状
の
ま
ま

行
け
ば
昨
年
同
様
、
中
建
国
保

の
支
部
の
中
で
一
番
安
く
な
れ

る
見
込
み
で
、
皆
様
の
努
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
組

合
で
は
、
健
康
保
険
制
度
一
元

化
に
反
対
し
て
い
ま
す
。
国
は

二
年
半
で
全
国
民
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
機
能
を

取
り
込
み
普
及
さ
せ
る
と
言
っ

て
お
り
、
こ
の
動
き
が
健
康
保

険
制
度
一
元
化
に
繋
が
ら
な
い

よ
う
、
今
後
も
注
視
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

仕
事
関
連
で
は
、
改
正
建
築

物
省
エ
ネ
法
の
施
行
に
伴
い
、

今
春
か
ら
小
規
模
な
建
築
物
に

も
省
エ
ネ
基
準
の
説
明
義
務
が

課
せ
ら
れ
る
予
定
で
、
建
築
工

事
に
携
わ
る
私
た
ち
の
各
職
種

に
も
、
必
要
な
知
識
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
と
合
わ
せ

て
、
業
界
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
の
地
位
も
確
立
し

た
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
の
業

界
は
、
景
気
の
好
不
況
の
影
響

が
他
業
種
に
比
べ
て
遅
れ
て
訪

れ
る
傾
向
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
二
年
目
に
な
っ
て
も
収

ま
ら
な
い
現
状
へ
の
対
応
が
、

働
き
方
改
革
の
準
備
と
合
わ
せ

て
引
き
続
き
必
要
に
な
り
ま

す
。
新
し
い
住
宅
建
築
関
連
の

ポ
イ
ン
ト
制
度
も
設
定
さ
れ
た

ら
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

日
々
変
化
す
る
情
勢
や
新
し
い

情
報
も
、
引
き
つ
づ
き
出
し
て

い
き
ま
す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
発

信
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
の
拡
大
を
最
大
限
に

抑
え
つ
つ
、
仲
間
を
増
や
し
、

相
互
信
頼
の
元
、
助
け
合
い
、

多
少
の
不
況
が
来
て
も
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
、
今
年
も
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
運
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
り
つ
つ
、
年
頭
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

新新
年年
明明
けけ
まま
しし
てて
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

執 行 委 員 長 大澤 悟（旭瀬戸）
副執行委員長 鈴木 貴雄（ 西 ）

〃 近藤 金作（岡 崎）
書 記 長 井上 大輔（専 従）
書 記 次 長 大久保有市（専 従）

〃 中村 定明（専 従）
社会保障対策部長 松山 啓治（昭 和）
労働対策部長 中西 昌則（春日井）
賃金対策部長 曾我 辰也（ 北 ）
住宅対策部長 渡邉 健治（中 村）
技術対策部長 服部 秀和（津 島）
税金対策部長 宮上 正人（東 海）
共済福祉部長 野田 眞次（ 中 ）
組 織 部 長 杉浦 攻司（碧 海）
教育宣伝部長 嶋﨑 保男（木曽川）
財 政 部 長 青井 保（中川熱田）
執 行 委 員 市來 善光（ 北 ）

〃 古橋 由式（ 南 ）
〃 山田 英敦（ 南 ）
〃 丹羽 文秀（千 種）
〃 田畑 利文（一 宮）
〃 倉原 巌（一 宮）
〃 山本 泰之（ 西 ）
〃 村上 幸司（ 西 ）
〃 今井 隆男（ 西 ）
〃 戸﨑 博光（名 東）
〃 堀川 敦博（守 山）
〃 大谷 晃輝（守 山）
〃 安井 文康（津 島）
〃 鈴木 嘉一（尾 北）
〃 下平 敏一（ 緑 ）
〃 山田 武充（ 緑 ）
〃 石橋 信雄（小 牧）
〃 志多 美裕（春日井）
〃 尾崎 武寛（春日井）
〃 冬頭 克康（瑞 穂）
〃 成田 宗男（ 東 ）
〃 武藤 義幸（旭瀬戸）
〃 磯村 一幸（旭瀬戸）
〃 佐藤 雅也（天 白）
〃 保科 英昭（天 白）
〃 加藤 義弘（中川熱田）
〃 山﨑 達也（中川熱田）
〃 酒井 信行（ 港 ）
〃 岡本 良行（ 港 ）
〃 永柳 茂（東 海）
〃 岩谷 浩康（豊 橋）
〃 朝倉 美明（豊 橋）
〃 福井 靖（豊 橋）
〃 旭 栄三（豊 橋）
〃 佐々木隆司（岡 崎）
〃 石島 智也（海 部）
〃 堂満 秀幸（海 部）

青 年 部 部 長 林 良治（東 海）
執行委員待遇 加藤 久也（中 村）

〃 三浦 雅彦（津 島）
会 計 監 査 相宮 孝成（ 港 ）

〃 石島 一男（海 部）
主婦の会会長 位田 仁美（中川熱田）
顧 問 横山 貢（守 山）

〃 河内 尚明（弁護士）
〃 加藤 章紀（公認会計士）

執行委員長
おおさわ さとる

大澤 悟

労
働
対
策
部
で
は
、
十
一
月

十
八
日
（
水
）
、
大
澤
執
行
委

員
長
、
中
西
労
働
対
策
部
部

長
、
書
記
二
名
計
四
名
が
出
席

し
、
愛
知
労
働
局
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

今
年
度
は
主
に
、
建
設
産
業

従
事
者
の
雇
用
環
境
改
善
、
労

災
か
く
し
対
策
、
石
綿
健
康
管

理
手
帳
制
度
、
業
種
区
分
ご
と

の
特
別
加
入
改
善
、
中
小
事
業

主
等
特
別
加
入
者
の
み
の
「
休

日
労
働
」
で
の
補
償
適
用
、
労
災

保
険
特
別
加
入
の
健
康
診
断
、

建
設
工
事
従
事
者
の
安
全
及
び

健
康
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的

な
計
画
、
働
き
方
改
革
対
策
、

労
働
保
険
事
務
組
合
の
報
奨
金

引
き
上
げ
に
つ
い
て
計
九
項
目

に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

労
働
局
か
ら
は
、
「
建
設
産

業
従
事
者
の
雇
用
環
境
改
善

（
近
年
の
大
手
資
本
や
企
業
側

の
都
合
に
よ
る
一
人
親
方
化
）

の
問
題
に
つ
い
て
、
望
ま
な
い

の
に
一
人
親
方
に
さ
せ
ら
れ
て

い
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
一
人
親
方
労

災
の
強
制
加
入
の
相
談
を
受
け

た
場
合
は
労
働
基
準
監
督
署
に

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
対
策

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
愛

知
労
働
局
委
託
事
業
愛
知
働
き

方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
広
く
積
極
的
に
各

種
団
体
に
対
し
て
周
知
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
」
な
ど
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

労
働
局
交
渉
は
、
今
回
で
二

十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後

も
継
続
し
て
交
渉
を
し
て
い
く

こ
と
で
建
設
産
業
の
問
題
意
識

の
提
起
と
制
度
改
善
の
実
現
に

貢
献
で
き
る
と
考
え
、
来
年
度

以
降
も
建
設
産
業
の
労
働
環
境

改
善
に
向
け
て
交
渉
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

労働対策部

愛
知
労
働
局
交
渉
を
行
う

仲
間
の
要
求
実
現
と
制
度
改
善
の
た
め

現
在
、
「
一
人
親
方
労
災

保
険
」
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
三
月
末
日
を
も
っ
て

期
限
が
切
れ
る
た
め
、
更
新

の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
入
者
の
皆
様
に
は
、
一

月
初
旬
に
更
新
手
続
き
の
案

内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す

（
た
だ
し
、
事
業
所
で
取
り

ま
と
め
て
い
る
場
合
は
、
事

業
所
に
郵
送
）
。
案
内
に
同

封
さ
れ
て
い
る
返
信
ハ
ガ
キ

（
見
本
参
照
）
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
一
月
十
五
日

（
金
）
ま
で
に
必
ず
ご
返
信
く

だ
さ
い
。

な
お
、
一
人
親
方
労
災
保
険

料
の
納
付
方
法
に
は
、
自
動
引

落
【
組
合
費
等
の
引
落
口
座
よ

り
三
月
一
日
（
月
）
付
】
と
、

ご
自
分
で
振
込
【
三
月
一
日

（
月
）
ま
で
】
の
二
通
り
あ
り

ま
す
。

自
動
引
落
希
望
の
方
は
、
引

落
前
日
ま
で
に
通
帳
の
残
高
の

確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

振
込
を
希
望

の
方
は
、
必

ず
案
内
に
記

載
の
保
険
料
で
振
込
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
締
切
期
日
を
過
ぎ
ま
す
と
労

災
保
険
の
更
新
が
で
き
ず
、

無
保
険
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
合

労
働
保
険
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

☆☆「「
一一
人人
親親
方方
労労
災災
保保
険険
」」ごご
加加
入入
のの
皆皆
様様
へへ
☆☆

〜〜
更更
新新
手手
続続
きき
をを
忘忘
れれ
ずず
にに
行行
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
〜〜

要請書を渡す大澤執行委員長（右）

全
建
愛
知
の
上
部
団
体
で
あ
る

全
建
総
連
／
労
働
対
策
部
は
、
皆

さ
ん
の
労
働
安
全
対
策
を
呼
び
掛

け
る
た
め
、
「
労
働
安
全
標
語
」

を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

組
合
員
と
そ
の
家
族

■
応
募
方
法

①
標
語

②
応
募
者
氏
名

③
組

合
員
氏
名

④
組
合
員
と
の
続

柄

⑤
〒
・
住
所

⑥
電
話
番
号

の
六
項
目
を
記
入
し
、
全
建
愛

知
ま
で
ハ
ガ
キ
又
は
�
に
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
締
切

一
月
十
二
日
（
火
）
必
着

■
備
考

・
標
語
は
、
労
働
安
全
に
関
す
る

標
語
で
、
出
来
る
だ
け
分
か
り

や
す
い
表
現
で
簡
潔
な
も
の
。

・
応
募
は
、お
一
人
に
つ
き
一
作
品
。

・
最
優
秀
作
品
一
点
・
優
秀
作
品

九
点
の
受
賞
者
に
賞
品
を
贈

り
ま
す
。
（
賞
品
は
、
上
記
の

み
と
な
り
参
加
賞
等
は
あ
り

ま
せ
ん
）

・
最
優
秀
賞
の
標
語
は
、
労
働
安

全
ポ
ス
タ
ー
へ
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
受
賞
十
作
品
を
、
厚
生
労
働
省

に
よ
る
「
全
国
安
全
週
間
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
募
集
」
へ
応
募
い
た

し
ま
す
。

・
審
査
は
、
全
建
総
連
で
開
催
す

る
労
働
対
策
部
の
会
議
に
て

行
い
、
発
表
は
賞
品
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
全
建

総
連
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

■
申
込
・
問
合

労
働
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全全
建建
総総
連連
主主
催催「「
労労
働働
安安
全全
標標
語語
」」募募
集集

返信ハガキ見本

本部役員一同 （順不同）
令和３年もよろしくお願いいたします
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要要
予予
約約

①①
以以
外外
でで

受受
診診
すす
るる
場場
合合

要要
予予
約約
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2021年（令和３年）１月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（３）

私たち建設職人は体が資本です。健康管理の第一歩は、定期的

な健康診断から始まります。ご自分の大切なお体です。早期発見・

早期治療のためにも、年に一度は必ず健康診断を受けましょう。

健健康康診診断断のの受受診診資資格格
健診受診日において「中建国保に加入している本人と20

歳以上の家族被保険者」に限ります。

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳
以
上
七
十

五
歳
未
満
の
方
の
受
診
率
六
三
・
〇
％
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

健健
康康
診診
断断
のの
受受
診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て
「
中
建
国
保
に

加
入
し
て
い
る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家

族
被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族
被
保
険
者

の
方
が
希
望
す
る
場
合
は
、
実
費
負
担
で

受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
び
組
合

員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合
員
は
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
（
市
町
村
・
協
会
け
ん

ぽ
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断
メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項
目
の
他
、

大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
た
健
診
を
実
費
負

担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

健健
診診
項項
目目

下下
記記
右右
囲囲
みみ
中中
のの
「「
必必
須須
検検
査査
項項
目目
」」

をを
ごご
確確
認認
くく
だだ
ささ
いい
。。

健健
診診
方方
法法

①①
契契
約約
健健
診診
機機
関関

下下
記記
左左
表
「
契
約
健
診
機
関
一
覧
表
」

よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、
ご
自
身
で

健
診
予
約
を
二
週
間
前
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員
で
あ
る
旨

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
受
診
日
当
日
、

必
ず
窓
口
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
呈
示

し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待
ち
時
間
が

な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加
（
前
立
腺
が

ん
・
子
宮
が
ん
検
診
等
）
は
可
能
で

す
が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は
自
己
負

担
、
当
日
払
い
に
な
り
ま
す
。

②②
個個
人人
健健
診診

「
①
契
約
健
診
機
関
」
以
外
で
受
診
し

た
場
合
、
中
建
国
保
の
規
定
の
条
件
（
受

診
者
資
格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て
い

な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
、
必
ず
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ

る
前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③③
適適
用用
除除
外外
のの
従従
業業
員員
にに
つつ
いい
てて

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の
従
業
員
は
労

働
安
全
衛
生
法
に
よ
る
事
業
者
健
診
の
実

施
義
務
が
優
先
す
る
た
め
、
中
建
国
保

は
、
特
定
健
診
の
結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て
上

限
一
万
一
千
円
を
支
払
い
ま
す
。
ま
た
、

「
①
契
約
健
診
機
関
」
の
受
診
も
可
能
で

す
。
そ
の
際
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五
人
以

上
の
従
業
員
が
い
る
個
人
事
業
所
で

健
保
適
用
除
外
手
続
き
を
し
て
い
る

事
業
所

補補
助助
金金
額額

基
本
健
診
項
目
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ

ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ
Ⓐ
～
Ⓒ
の
健
診

を
受
診
し
た
場
合
、
上
限
一
万
一
千
円
ま

で
補
助
し
ま
す
。

④④
巡巡
回回
健健
診診

今
年
度
、
未
受
診
者
の
方
に
緑
色
の
封

筒
で
案
内
が
届
き
ま
す
。
集
団
健
康
診
断

と
は
違
い
、
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

⑤⑤
節節
目目
健健
診診

年
度
中
に
四
十
歳
、
四
十
五
歳
、
五
十

歳
、
五
十
五
歳
、
六
十
歳
、
六
十
五
歳
、

七
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
が
、
基
本

健
診
、
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
が
ん
検

診
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
（
人
間
ド
ッ
ク
を

含
む
）
を
含
む
費
用
が
三
万
円
以
上
の
健

診
の
場
合
、
健
診
費
用
に
応
じ
て
補
助
を

し
ま
す
。
健
診
費
用
が
三
万
円
以
上
四
万

円
未
満
の
場
合
、
補
助
額
は
一
万
五
千

円
。
四
万
円
以
上
の
場
合
、
二
万
円
に
な

り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
、
必
ず
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ

る
前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

受受 診診 方方 法法

下記契約健診機関で、中建国保の組合員として予約をすることで無料で受診すること
ができます。

契約健診機関以外でも下記「必須検査項目」を受診すること

で、補助が受けられます。（申請方法等については、必ず受診
前に組合へご連絡ください。）契契約約健健診診機機関関一一覧覧表表

必必須須検検査査項項目目
Ⓐ【基本健診項目】

■問診

自覚症状・既往歴・生活習慣

■理学的検査

視診・触診・打診・聴診

■身体測定

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲

■血圧測定

収縮期血圧・拡張期血圧

■血液検査

中性脂肪・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロー

ル・ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ―ＧＴＰ・ＨｂＡ１Ｃ・空腹時血

糖または随時血糖（食後）

■尿検査

尿糖・尿たんぱく

Ⓑ【胸部直接レントゲン撮影】
間接レントゲンは不可

Ⓒ【がん検診】
がん検診であれば項目は問いません

【詳細な健診項目】（医師の判断による追加項目）

心電図・赤血球数・血色素量（ヘモグロビン値）・ヘマトクリット値・

眼底検査

Ⓐ基本的な健診項目…………補助額7,000円（最大）

Ⓑ胸部直接レントゲン撮影…補助額2,000円（最大）

Ⓒ各種がん検診………………補助額2,000円（最大）

「Ⓐの基本健診項目」を満たしていないと補助が受けられな

い場合があります。

※受診希望日の２週間前までに、「契約健診機関」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、「女性専用」の健康診断機関になります。ご注意ください。
適用除外事業所（法人・従業員5人以上の個人事業所）につい

ても上記「必須検査項目」を受診することで補助が受けられま

す。（申請方法等については、必ず受診前に組合へご連絡ください。）

例年11月頃から未受診者を対象に開催しております巡回健診ですが、今年

度は日程を前倒しで９月から実施しています。11月中旬時点の未受診者を対

象に、11月下旬に２回目の案内を発送いたしました。集団健康診断とは違い、

予約制となりますのでご了承ください。

また、右記の通り、健診項目については、特定健診に必要な基本項目、大腸

がん検診及び労働安全衛生法による必須項目のほか、次の独自の項目が追加さ

れます。

詳細については、お手元に届いた案内をご確認ください。

巡回健診についての予約・問合
一般財団法人 全日本労働福祉協会 TEL03-6421-5105

【巡回健診の追加項目】
�肝・胆道系検査（ＴＰ、Ｔ―Ｂｉｌ、Ａｌｂ、ＣｈＥ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ＬＡＰ）

�腎臓系検査（ＢＵＮ、ＣＲＥ、ｅＧＦＲ、ＵＡ）

�膵臓系検査（アミラーゼ）

�貧血検査（Ｆｅ、ＴＩＢＣ、ＵＩＢＣ）

予約受付時間

月～金曜日8：50～17 : 00

土曜日8：50～12：00

月～金曜日
9：00～16 : 30

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）9：00～13 : 00

火～土曜日
9：00～17 : 00

月火水金曜日9：00～19 : 00
木土曜日9：00～11 : 30担当：高見

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 30

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 00

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日9：00～11 : 00

月～金曜日
9：30～17 : 00

月～金曜日9：00～17 : 30
土曜日9：00～12 : 30

月～金曜日10：00～17 : 00
土曜日10：00～14 : 00

月～金曜日8：30～17 : 30
土曜日8：30～12 : 30

火～土曜日
8：30～16 : 00

月～土曜日
8：30～17 : 00

月～金曜日8：00～18 : 00
土曜日8：00～17 : 00

月～水・金曜日8：30～12：00 16：00～19：00
木・土曜日8：30～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～水・金・土曜日
9：00～17：00

電話番号

052-821-0090

052-741-9211

0533-59-7171

0566-75-7515

052-481-9191

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217

0567 - 28 - 5151
（内線3111）

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

0586-73-8818

050-3541-2267

0566-41-6548

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１

名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F

名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137

名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

一宮市松降通７-22

名古屋市中区栄２-10-19

碧南市新川町３-88

契約健診機関名

名古屋セントラルクリニック

国際セントラルクリニック

大名古屋ビルセントラルクリニック

和合セントラルクリニック

オリエンタル労働衛生協会

オリエンタル蒲郡健診センター

三 河 安 城 ク リ ニ ッ ク

ライフ健康クリニック

瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKCウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター ③事業者健診

②契約健診機関以外で受診する（個人健診）

年年にに１１度度はは必必ずず健健康康診診断断をを受受けけよようう

④巡回健診【要予約】今年度、未受診者の方に緑色の封筒で案内が届きます

【年度内随時】

①契約健診機関で受診する 【要予約】

※
食
事
は
前
日
の
午
後
九
時
ま
で
に
お
済

ま
せ
い
た
だ
き
、当
日
、健
診
終
了
ま

で
、
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く
だ

さ
い
。

牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲

料
水
・
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

に
影
響
を
与
え
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
健
診
補
助
は
年
度
内
①
～
⑤
の
い
ず
れ

か
一
つ
に
な
り
ま
す
。
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（４）2021年（令和３年）１月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

特
集
第
２
弾

熊熊本本県県応応急急仮仮設設木木造造住住宅宅

９９人人のの腕腕利利きき職職人人がが応応援援にに駆駆けけ付付けけたた
「「被被災災者者のの力力ににななりりたたいい」」「「出出来来栄栄ええ・・品品質質にに妥妥協協はは許許ささなないい」」

すぎうらこう じ

応急仮設木造住宅の建設に、全建愛知から９人の仲間が駆け付けました。その中の一人が組織部長の杉浦攻司さん（大工/48歳/碧海支部）。人吉市石野公園仮設現場で奮闘しています。

熊熊
本本
県県
南南
部部
にに

甚甚
大大
なな
被被
害害

熊
本
県
で
は
、
令
和
二
年

七
月
四
日
と
七
日
の
豪
雨
に

よ
り
、
県
南
部
（
人
吉
市
・

相
良
村
・
芦
北
町
・
球
磨

村
・
山
江
村
）
を
中
心
と
し

て
球
磨
川
流
域
の
低
地
や
狭

小
地
で
洪
水
・
河
川
の
氾
濫

に
よ
る
全
壊
が
集
中
し
、
被

災
家
屋
は
五
千
五
百
棟
以

上
・
死
者
行
方
不
明
者
は
六

十
七
人
に
の
ぼ
り
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

七七
月月
十十
一一
日日
かか
らら

工工
事事
スス
タタ
ーー
トト

七
月
九
日
（
木
）
熊
本
県

は
被
害
状
況
を
受
け
、
全
木

協
へ
応
急
仮
設
木
造
住
宅
の

早
期
着
工
を
依
頼
し
ま
し

た
。
七
月
十
一
日
（
土
）
要

請
を
受
け
た
全
木
協
は
、
熊

本
県
南
部
の
人
吉
市
内
に
ま

ず
は
二
ヶ
所
の
応
急
仮
設
木

造
住
宅
（
人
吉
市
人
吉
城
跡
仮

設
団
地
／
十
五
戸
、
山
江
村
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
団
地
／
二

十
五
戸
）
の
建
設
に
着
手
、
八

月
二
十
一
日
（
金
）
人
吉
市
人

吉
城
跡
仮
設
団
地
で
は
、
引
渡

し
が
完
了
し
、
翌
日
か
ら
入
居

も
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
木
協
と
し
て
着

工
戸
数
は
、
六
市
町
村
十
八
団

地
二
十
現
場
に
お
い
て
合
計
六

百
十
二
戸
と
な
り
ま
し
た
。（
十

一
月
二
日
現
在
）

ま
た
、
球
磨
川
が
氾
濫
し
た

人
吉
市
内
で
は
、
多
く
の

飲
食
店
や
商
業
施
設
も
被

災
し
休
業
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
が
、
徐
々
に
営
業

を
再
開
し
た
お
店
も
出
て

き
て
お
り
、
一
歩
ず
つ
復

興
に
向
け
て
歩
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

現
地
に
は
、
連
日
二
百

人
を
超
え
る
大
工
技
能
者

が
全
国
の
各
県
連
・
組
合

か
ら
集
結
し
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
い
完
成
引
き
渡

し
を
目
指
し
、
建
設
作
業
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

奮奮
闘闘
すす
るる
杉杉
浦浦
ささ
んん

杉
浦
さ
ん
が
仮
設
建
設
に
参

加
し
た
理
由
は
「
一
番
に
は
被

災
者
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
と
、
こ
の
先
の
災

害
を
想
定
し
、
勉
強
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
」

と
い
い
ま
す
。

就
労
現
場
で
杉
浦
さ
ん
が
心

掛
け
て
い
る
の
は
「
職
人
同
士

の
連
帯
感
」
と
「
品
質
と
出
来

栄
え
の
美
し
さ
」
。
こ
の
先
四

年
を
め
ど
に
取
り
壊
さ
れ
る
仮

設
で
あ
ろ
う
と
、
品
質
に
妥
協

を
せ
ず
、
同
じ
工
区
の
職
人
が

気
持
ち
を
合
わ
せ
、
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

就
労
中
の
励
み
に
し
て
い
る

の
は
地
元
か
ら
の
感
謝
の
言

葉
。
郵
便
配
達
員
や
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
の
方
か
ら
「
お
疲
れ

様
。
ど
こ
か
ら
来
た
の
。
あ
り

が
と
う
」
と
い
わ
れ
る
と
、
胸

が
熱
く
な
る
と
微
笑
み
な
が
ら

語
り
ま
す
。

「
一
人
で
は
限
界
が
あ
っ
て

も
、
仲
間
が
集
ま
れ
ば
、
こ
れ

だ
け
の
仮
設
住
宅
も
建
設
で
き

る
」
。
十
月
十
六
日
（
金
）
に

終
業
し
た
杉
浦
さ
ん
は
、
組
織

部
長
と
し
て
の
立
場
か
ら
就
労

を
こ
う
振
り
返
り
、
あ
ら
た
め

て
組
織
の
強
さ
と
偉
大
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

※
取
材
日

令
和
二
年
十
月
十
六
日

「とても良い経験をさせてい

ただきました。仮設住宅を通じ

て、全国の仲間と知り合え、同

じ目標に向かって突き進む、職

人の素晴らしさを感じました」

の ぐち まさ と

野口 昌人さん
（大工／54歳／碧海支部）

しょう だ なお き

荘田 直樹さん
（大工／27歳／豊田支部）

しょう だ ひでなり

荘田 英也さん
（大工／60歳／豊田支部）

「誰かのために、汗を流

すなんて喜ばしいことだと

思います。皆さんの、笑顔

のために手を差し伸べるの

が自然ですよね」

「何かの縁があり、この

仮設住宅を応援させていた

だきました。完成まであと

わずか。ここに住まれる方

の笑顔が思い浮かびます」

すぎうら こう じ

杉浦 攻司さん

ひらまつ ゆう じ

平松 祐二さん
（大工／29歳／一宮支部）

かわむら みち お

河村 道男さん
（大工／43歳／一宮支部）

「胸を張って自慢のでき

る力作の仮設住宅が完成し

ました。一日でも早く仮設

住宅へ移り、暖かい木の温

もりを感じてほしい」

「工期の遅れを取り戻すた

めに、急ピッチで作業してい

ます。職人として、いくら仮

設住宅とは言え絶対に手を抜

くことはできません。入居を

心待ちにしている方のために

完璧なものを作り上げます」

◎株式会社鈴起建設の３人も応急仮設木造住宅へ従事して

います。

河合 春美さん（大工／61歳／西支部）

大石 貴之さん（大工／39歳／西支部）

堀 聡宏さん（大工／29歳／西支部）

◎全国の仲間へ激励

10月６日（火）～７日（水）には、（一社）愛知県建設

団体連合会（建団連）が、熊本県応急仮設木造建設工事現

場の視察を行いました。大澤悟会長（全建愛知執行委員長）

はじめ他５人の総勢６人で人吉市石野公園仮設現場等を訪

問し、仮設住宅建設に就労する全国の仲間の皆さんへ激励

を行いました。

（
一
社
）
全
国
木
造
建
設
事
業
協
会

〈
全
木
協
〉

二
〇
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
時
の
応
急
仮
設
木
造
住

宅
の
建
設
経
験
を
経
て
、
今
後
の
応

急
仮
設
住
宅
建
設
等
に
対
応
す
る
た

め
に
、
「
（
一
社
）
Ｊ
Ｂ
Ｎ
・
全
国
工

務
店
協
会
」
と
「
全
国
建
設
労
働
組

合
総
連
合
（
全
建
総
連
）
」
の
二
団

体
で
同
年
九
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

全
国
の
大
工
・
工
務
店
の
業
務
、
技

術
、
人
材
を
支
援
す
る
様
々
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
一
社
）
愛
知
県
建
設
団
体
連
合
会

〈
建
団
連
〉

二
〇
一
一
年
、
良
質
な
木
造
住
宅

を
整
備
・
供
給
す
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
、
「
建
団
協
（
全
建
愛
知
・

愛
知
建
築
・
愛
知
建
連
）
」
と
岐
阜

県
に
拠
点
を
置
き
、
愛
知
県
・
岐
阜

県
・
三
重
県
で
活
動
し
て
い
る
「
（
一

社
）
東
海
木
造
住
宅
協
会
」
の
二
団

体
で
設
立
し
ま
し
た
。
建
団
連
で

は
、
国
土
交
通
省
補
助
事
業
の
地
域

型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
、
住
宅
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推
進
体
制
強
化
事
業

の
取
り
組
み
や
（
一
社
）
全
木
協
の

事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

工事前と工事中の石野公園運動広場

人吉市石野公園仮設現場で奮闘する杉浦さん（右）

��

私私たたちちもも

頑頑張張っってていいまますす
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2021年（令和３年）１月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（５）

十
一
月
二
十
六
日
（
木
）
、

各
職
種
の
優
秀
技
能
者
百
一
人

が
、
令
和
二
年
度
の
「
愛
知
県

優
秀
技
能
者
」
に
選
ば
れ
、
愛

知
県
庁
講
堂
に
て
表
彰
式
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
道
一
筋
に
日
々
研
鑚
に

励
ま
れ
、
優
れ
た
技
能
を
習
得

さ
れ
た
現
役
技
能
者
の
中
か
ら

選
考
さ
れ
、「
あ
い
ち
の
名
工
」

と
称
さ
れ
ま
す
。
優
秀
な
技
能

者
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、

技
能
者
に
対
す
る
社
会
一
般
の

認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
技

能
者
の
社
会
的
地
位
及
び
技
能

水
準
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
、
審
査
委
員
会

の
厳
し
い
審
議
を
経
て
選
ば
れ

ま
す
。

そ
の
中
に
、
中
村
支
部
所
属

の
渡
邉
健
治
さ
ん
（
建
築
大
工

／
五
十
三
歳
／
住
宅
対
策
部
長

兼
中
村
支
部
長
）
が
表
彰
さ

れ
、
全
建
愛
知
か
ら
は
九
人
目

の
快
挙
と
な
り
ま
す
。
渡
邉
健

治
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
喜
び
の
声
〉

「
祖
父
の
代
か
ら
父
、
そ
し

て
私
と
建
築
大
工
の
三
代
目
と

し
て
常
に
お
客
様
の
喜
ぶ
顔
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
仕
事
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
各
職
の

技
術
者
が
集
結
し
、
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
一
つ

の
良
い
も
の
が
出
来
上
が
っ
て

い
く
。
今
回
の
受
賞
に
対
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
私

を
育
て
て
く
れ
た
お
客
様
、
そ

し
て
大
切
な
仲
間
た
ち
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

栄
誉
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も

『
も
の
づ
く
り
』
の
原
点
を
忘

れ
ず
、
新
し
い
技
術
へ
も
取
り

組
み
、
人
と
し
て
成
長
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
」

例
年
十
一
月
二
十
三
日
（
勤

労
感
謝
の
日
）
、
名
古
屋
市
公

会
堂
（
昭
和
区
鶴
舞
）
で
「
名

古
屋
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、

令
和
二
年
度
の
式
典
及
び
祝
賀

会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
名
古
屋
市
在

住
で
同
一
職
種
を
三
十
年
以
上

続
け
ら
れ
六
十
歳
以
上
の
現
役

技
能
者
の
方
が
対
象
で
す
。

全
建
愛
知
か
ら
も
、
今
年
は

十
四
人
の
組
合
員
が
組
合
推
薦

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
、
職
歴
が
五
十
三
年

六
ヵ
月
と
大
変
長
き
に
渡
り
建

こ
ど
の

設
業
に
従
事
し
て
い
る
、
小
殿

ひ
さ
お

久
夫
さ
ん
（
タ
イ
ル
張
工
／
六

十
九
歳
／
中
村
支
部
）
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
受
賞
へ
の
喜
び

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
立
派
な
表
彰

を
受
け
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
道
、
一
筋
約
五

十
四
年
、
タ
イ
ル
張
工
と
し
て

現
場
の
第
一
線
で
励
ん
で
き
ま

し
た
。
賞
を
い
た
だ
け
た
の

も
、
現
場
で
額
に
汗
を
か
き
な

が
ら
ひ
た
向
き
に
頑
張
っ
て
き

た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
現
場
に
立
て
る
こ
と

に
感
謝
し
な
が
ら
、
健
康
第
一

に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
」

と
、
喜
び
を
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
本
来
で
す
と
、
同
会

場
で
行
わ
れ
る
名
古
屋
市
技
能

職
団
体
連
合
会
（
名
技
連
）
主

催
の
「
令
和
二
年
度
名
古
屋
市

優
秀
技
能
者
表
彰
式
」
で
、
青

年
部
層
（
三
十
歳
～
五
十
五

歳
）
で
特
に
優
秀
な
技
能
者
の

方
が
表
彰
さ
れ
、
全
建
愛
知
か

ら
も
二
人
が
表
彰
の
予
定
で
し

た
が
、
前
記
の
と
お
り
式
典
及

び
祝
賀
会
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。表

彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
更
な

る
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

名古屋市技能功労者表彰 名
古
屋
市
技
能
功
労
者

表
彰

名
技
連

優
秀
技
能
者

表
彰

愛
知
県
優
秀
技
能
者
表
彰

十
六
人
の
腕
利
き
職
人
が
輝
く

「
あ
い
ち
の
名
工
」に
仲
間
入
り

安藤 謙二さん（防 水 工 ／ 守 山）

小川 高充さん（配 管 工 ／ 瑞 穂）

尾身 嘉計さん（建 築 大 工 ／ 港）

鍵谷 秀一さん（空調設備施工士／中川熱田）

城戸 治男さん（看 板 工 ／ 南）

黒川 文平さん（建 築 製 図 工 ／ 港）

小殿 久夫さん（タイル張工／中村）

近藤 悟さん（左 官 ／ 天 白）

鈴木 貴雄さん（建 築 製 図 工 ／ 西）

土屋 学さん（建築施工士／昭和）

中嶌 敏幸さん（土 木 士 ／ 中）

本多 毅さん（シーリング工／北）

山口 岩男さん（左 官 ／ 中 川 熱 田）

山田 武充さん（建 築 大 工 ／ 緑）

渡
邉
健
治
さ
ん

受賞された渡邉健治さん

名古屋市技能職団体連合会
優秀技能者表彰

田口 和利さん（害虫駆除士／中村）

水谷 政規さん（鉄 骨 建 築 工 ／ 港）

※氏名（職種／所属支部）【順不同】

十
一
月
十
五
日
（
日
）
午
前

十
時
か
ら
、
栄
オ
ア
シ
ス
で
あ

い
ち
住
ま
い
る
フ
ェ
ア
２
０
２

０
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
三
十
分
前
に
住
宅
対

策
部
の
渡
邉
部
長
は
じ
め
、
五

人
の
役
員
等
が
集
ま
り
、
設
営

に
か
か
り
ま
し
た
。
作
業
台
の

上
に
道
具
を
置
き
、
制
作
物
で

あ
る
似
顔
絵
を
描
い
た
色
紙
を

飾
る
「
色
紙
台
」
を
試
作
し
て

み
な
が
ら
、
昨
年
を
思
い
出
し

準
備
完
了
で
す
。

昨
年
、
私
の
似
顔
絵
を
描
い

て
も
ら
う
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
一
番
に
描
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
開
会
の
午
前
十
時

を
迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
会
場
は
入
場
制
限
を
し
て

の
オ
ー
プ
ン
で
す
。

昨
年
同
様
、
来
場
者
は
今
回

も
や
は
り
女
の
子
が
多
い
よ
う

で
す
。
組
み
立
て
も
釘
打
ち
も

女
の
子
が
手
早
い
よ
う
で
、
男

の
子
は
手
間
取
っ
て
時
間
が
掛

か
り
ま
し
た
が
、
お
互
い
出
来

た
時
は
嬉
し
そ
う
な
顔
し
て
、

隣
の
コ
ー
ナ
ー
で
似
顔
絵
を
描

い
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

帰
る
時
「
上
手
く
描
い
て
も

ら
っ
て
い
い
記
念
に
な
っ
た

ね
。
大
事
に
部
屋
に
飾
っ
て
お

い
て
ね
」
と
、
声
を
掛
け
て
あ

げ
る
と
、
嬉
し
い
顔
し
て
い
ま

し
た
。
午
前
・
午
後
と
も
、
入

場
制
限
で
待
っ
て
も
ら
う
こ
と

な
く
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が
で
き

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催
で

し
た
が
、
役
員
の
皆
さ
ん
、
来

場
者
の
子
供
た
ち
に
想
い
出
の

一
ペ
ー
ジ
を
あ
げ
た
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

【
田
畑
利
文

記
】

あ
い
ち
住
ま
い
る
フ
ェ
ア
２
０
２
０

子
供
た
ち
の
喜
び
を
感
じ
た
一
日

ママと一緒に、ヨイショ

十
月
二
十
七
日
（
火
）
、
津

島
市
立
蛭
間
小
学
校
の
な
か
よ

し
会
に
お
い
て
津
島
支
部
は
役

員
六
人
で
木
工
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

蛭
間
小
学
校
で
の
木
工
教
室

は
、
二
十
五
年
以
上
前
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
教
室
で
、
今
回
の

教
室
で
は
丸
太
切
り
体
験
と
イ

ス
作
り
を
し
ま
し
た
。

な
か
よ
し
会
は
、
た
て
割
り

授
業
の
一
環
で
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
二
十
五
人
の
児
童
が

学
び
ま
し
た
。
他
に
消
防
に
よ

る
防
災
教
室
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
教
室
も
あ
り
ま
し
た
。

丸
太
切
り
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
切
込
を
い
れ
た
丸
太
に
ノ
コ

ギ
リ
を
入
れ
て
切
り
、
講
師
が

サ
ン
ダ
ー
で
研
磨
を
し
て
絵
を

描
い
て
作
品
に
し
ま
し
た
。

イ
ス
作
り
の
キ
ッ
ト
は
、
元

執
行
委
員
長
の
横
江
さ
ん
手
作

り
に
よ
る
も
の
で
、
脚
に
な
る

材
は
児
童
が
釘
を
打
ち
や
す
い

よ
う
に
ス
ギ
と
し
、
天
面
は
ヒ

ノ
キ
材
。
下
穴
も
あ
け
て
あ
る

の
で
釘
も
打
ち
や
す
く
、
ど
な

た
で
も
簡
単
に
本
格
的
な
イ
ス

が
作
れ
る
キ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。

完
成
し
た
作
品
を
見
せ
合
う

児
童
の
表
情
は
、
生
き
生
き
と

し
て
満
足
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
ほ
と
ん
ど
の
支
部
行
事

が
中
止
に
な
る
中
で
、
今
年
も

な
か
よ
し
会
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
は
、
長
い
間
小
学
校
と
の
信

頼
関
係
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
賜

物
だ
と
思
い
ま
す
。

近
年
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
人
気
も
あ

り
、
将
来
就
き
た
い
職
業
が
「
大

工
さ
ん
、
職
人
」
が
一
位
に
返

り
咲
く
日
も
近
い
？
？
か
な
。

【
三
浦
雅
彦

記
】

津
島
支
部
／
木
工
教
室

将
来
就
き
た
い
職
業
は
？

丸太をサンダーで研磨しています

優しく指導する役員釘打ち頑張ってるよ



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������

（６）2021年（令和３年）１月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

現
在
お
持
ち
の
中
建
国
保
の

健
康
保
険
証
は
、
有
効
期
限
が

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
（
水
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
に
合
わ
せ
て
例
年

は
所
属
す
る
各
支
部
に
て
「
保

険
証
交
換
会
」
を
実
施
、
皆
様

に
は
交
換
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
昨
年
度
同
様
今
年
度
も

「
保
険
証
交
換
会
」
は
中
止
い

た
し
ま
す
。

新
年
度
の
健
康
保
険
証
に
つ

き
ま
し
て
は
三
月
下
旬
頃
、
下

記
の
区
分
に
よ
り
送
付
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
加
入
者
の
皆
様
に
は
、

三
月
中
旬
頃
に
「
自
動
引
落
金

額
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
い
た

し
ま
す
。
新
年
度
の
健
康
保
険

料
金
お
よ
び
保
険
証
交
換
の
詳

細
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
郵
送
区
分
】

・
一
人
親
方
の
方
…

各
世
帯
宛
て
（
別
に
送
付
先

指
定
の
あ
る
方
は
そ
の
送
付

先
）
に
郵
送
し
ま
す

・
事
業
主
お
よ
び
従
業
員
の
方
…

事
業
所
宛
て
に
郵
送
し
ま
す

※
問
合

健
康
保
険
・
共
済
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

雇
用
調
整
助
成
金

事
業
主
が
労
働
者
に
休
業
手

当
を
支
払
っ
て
休
業
さ
せ
た
企

業
に
支
給
す
る
助
成
金
。
特
例

措
置
よ
り
助
成
率
及
び
上
限
額

の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
お

り
、
一
人
一
日
一
万
五
千
円
を

上
限
額
と
し
て
、
労
働
者
へ
支

払
う
休
業
手
当
等
の
う
ち
最
大

１０
／
１０
が
助
成
さ
れ
る
制
度
。

■
問
合

あ
い
ち
雇
用
助
成
室

℡
０
５
２
�
２
１
９
�
５
５
１
８

ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
休
業
支
援

金
・
給
付
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
及
び
そ
の
ま
ん

延
防
止
の
措
置
の

影
響
に
よ
り
休
業

さ
せ
ら
れ
た
中
小

企
業
の
労
働
者
の

う
ち
、
休
業
中
に
賃
金
（
休
業

手
当
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
方
に
対
し
て
休
業
前

賃
金
の
八
割
（
日
額
上
限
一
万

一
千
円
）
を
休
業
実
績
に
応
じ

支
給
す
る
制
度
。

■
問
合

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援
金
・

給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０
�
２
２
１
�
２
７
６

持続化給付金 雇雇
用用
調調
整整
助助
成成
金金
のの
特特
例例
措措
置置

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
対対
応応
休休
業業
支支
援援
金金
・・
給給
付付
金金

２２
００
２２
１１
年年
２２
月月
末末
まま
でで
延延
長長
ささ
れれ
まま
すす

健健
康康
保保
険険
証証
交交
換換
会会
中中�

止止�

のの
おお
知知
らら
せせ

新新
年年
度度
のの
健健
康康
保保
険険
証証
はは
郵郵
送送
しし
まま
すす

申申請請はは１１月月１１５５日日ままでで
新型コロナウイルスの感染拡大により、大きな影響を

受けた事業者に対して、事業継続を支えることを目的に

国が実施している「持続化給付金」については、令和２

年５月１日の申請受付開始以来、全国で約383万件、

約５兆円が支給されました（11月30日現在）。

給付金の申請期間は、「2021年１月15日（金）」ま

でとなっていますので、給付対象要件を満たし、申請を

検討している方は、ご注意ください。

持続化給付金について（概要）
給付額の上限 法人200万円 個人事業者100万円

給付額の計算方法

前年の総売上 － 前年同月比▲50％月の売上×12ヶ月

給付対象の主な要件

・新型コロナウイルス感染症の影響により、ひと月の売上

が前年同月比で50％以上減少している事業者

・2019年以前から事業収入等を得ており、今後も事業を

継続する意思がある事業者等

申請方法 電子申請（持続化給付金の HP から）

申請期限 2021年１月15日（金）

※詳しくは、持続化給付金 HP または

コールセンター ℡0120-279-292まで

【
補
助
対
象
者
】

接
種
時
点
で
中
建
国
保
の
資

格
の
あ
る
組
合
員
・
家
族

【
補
助
対
象
と
な
る
接
種
の
時
期
】

令
和
二
年
四
月
一
日
～

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

【
補
助
金
額
】

二
千
円

（
補
助
対
象
者
一
人
当
た
り

年
度
内
二
回
）

【
必
要
書
類
】

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

補
助
金
申
請
書

申
請
書
は
令
和
二
年
度
中

建
国
保
の
便
利
帳
六
十
三
頁

以
降
に
添
付
。
ま
た
、
中
建

国
保
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

②
左
記
の
条
件
を
満
た
す
書
類

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
も
の

・
接
種
日
、
接
種
を
受
け
た

方
、
医
療
機
関
名
が
確
認
で

き
る
も
の

例
／
領
収
書
の
原
本
、
接
種

証
明
書
の
写
し
、
母
子
手
帳

の
表
紙
及
び
予
防
接
種
の
記

録
欄
の
写
し
等

【
支
給
方
法
】

補
助
金
は
、
申
請
月
の
翌
月

末
に
労
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

※
問
合

健
康
保
険
・
共
済
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健康保険証の変更手続きは
３月５日（金）までにお済ませください

中建国保加入者の皆様が現在お持ちの中建国保の健

康保険証は、有効期限が令和３年３月31日（水）ま

でとなっています。「住所や氏名の変更」「ご家族の追

加」「ご家族の資格喪失」など、健康保険証に関する

変更手続きが必要な方は３月５日（金）までにお済ま

せください。

期限を過ぎますと３月下旬にお送りします新年度の

健康保険証に手続きを反映することができません。そ

の場合、住所変更、家族の追加・喪失等については新

年度の健康保険証をお受け取りいただいた後、改めて

該当者の保険証を組合へご提出いただくこととなりま

す。また、締め切り後の家族追加手続きでは追加され

た方の新年度の保険証は４月１日以降の発送となりま

すので予めご承知おきください。

※問合 健康保険・共済係までご連絡ください。

予
防
接
種
を
受
け
よ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
金
制
度

ご案内

建建設設業業退退職職金金共共済済
―老後の生活のために―

全建愛知では、建設現場で働く一人親方さんのため

に、中小企業退職金共済法に基づき国が作った「建設業

退職金共済制度」を取り扱っております。

【加入資格】

建設業で働く一人親方さん（一人親方さんとともに技

能取得中の見習いの方も含みます）なら、職種を問わず、

月給・日給に関係なく組合を通じて加入することができ

ます。

【制度の３つの特徴】

①退職金は、「共済証紙」を購入し「共済手帳」へ貼付する

ことで積み立てられます。組合が代わりに手続きし、

手帳を管理します。

②新たに加入した方については、国が掛金の一部（初回

交付の手帳50日分）を補助します。

③退職金は国で定められた基準により計算して確実に支

払われます。手続きはとても簡単です。

【掛金】

掛金は、毎月組合費等と合わせて7,750円（１日310

円で25日分※就業日数に関わらず）を引落しします。

【退職金の受取り】

建設業で従事しなくなり、貼られた証紙の合計が12

ヵ月分（252日）以上あり、次の請求事由のいずれか

にあてはまる場合に支給されます。

・満55歳以上になったとき。

・建設業以外の職に就いたとき、またケガや病気のため

廃業したとき。

・事業所の社員や職員になったとき。

※死亡した時の遺族請求は、証紙の合計が12ヵ月分

（252日）以上の貼付が必要になります。

ご自分の退職金を積み立て、老後の生活安定に役立て

てみてはいかがでしょうか？

お問合せは、保険事業課までお気軽にご連絡ください。

健健康康保保険険料料払払込込通通知知書書のの
発発送送おお申申しし込込みみはは、、おお早早めめにに
税金の申告で健康保険料は、社会保険料控除の対象です。
中建国保にご加入の方で、払込通知書が必要な方は、
組合へご連絡ください。払込通知書を発行し、組合員本
人のご自宅へ郵送します。
但し、事業所や親方さんがまとめて引落されている場
合は、事業所または親方さんへ郵送します。
なお、ご連絡のない方には払込通知書の発行はいたし
ません。また、口頭、FAX での回答はさし控えさせてい
ただきますので余裕をもってお申し込みください。
※平成28年度から名称が「払込証明書」から「払込通知
書」になり、10月１日時点のお手続き状況を反映した
払込済み額と払込予定額の表示となります。また、毎月
の組合費2,400円・支部費500円については通知に含ま
れませんのでご了承ください。

組合から、毎月キャロット

等の郵便物を送っています。

しかし、お引越しや区画整

理等で住所が変更された場

合、組合からの郵便物が届か

ず、戻ってきています。

住所変更の際は、速やかに

組合までご連絡ください。

今月の組合費等の自動引落日は

27日（水）です。26日（火）ま

でに、預金残高をご確認くださ

い。

尚、引落不能の場合は、下表の

とおり翌月に延

滞金が加算され

ます。

中中建建国国保保

自動引落のお知らせ

住所変更の届出を

年年度度内内
２２回回補補助助

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円

締締切切迫迫るる
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増
改
築
相
談
員
と
は
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援

セ
ン
タ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

研
修
会
を
受
講
し
登
録
し
た
者

で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て

い
る
消
費
者
の
相
談
に
対
応
し

助
言
な
ど
を
行
い
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
健
全
な
普
及
を
促

進
し
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
約
一
万
二
千

人
の
方
が
増
改
築
相
談
員
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
様
も
増
改

築
相
談
員
資
格
を
取
得
し
て
有

効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

�
一
月
二
十
九
日
（
金
）

�
一
月
三
十
一
日
（
日
）

い
ず
れ
か
一
日
の
受
講
と
な

り
ま
す
。

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
六
時
二
十
分

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
研
修
内
容

�
相
談
・
工
事
の
進
め
方

�
介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅

改
修

�
関
連
融
資
・
住
宅
の
税
金

�
住
宅
の
点
検
と
補
修

�
考
査
等

■
受
講
資
格

住
宅
の
新
築
工
事
又
は
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
に
関
し
実
務
経

験
が
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。

■
受
講
料

組
合
員

二
万
五
千
円

組
合
員
外

三
万
五
千
円

※
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
込

■
締
切

一
月
十
五
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

住
宅
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

講
座
時
間

・
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

・
午
後
一
時
～
午
後
三
時
三
十
分

・
午
後
六
時
三
十
分
～
午
後
九
時

一
級
《
学
科
》
受
験
合
格
実
現

コ
ー
ス
／
定
員
十
五
名

◎
全
四
十
二
回
（
計
画
五
回
、

環
境
七
回
、
法
規
九
回
、
力

学
六
回
、
一
般
構
造
六
回
、

施
工
九
回
）

◎
講
座
期
間

三
月
～
七
月

日
曜

月
／
二
～
三
回
、
平

日
／
週
一
～
二
回

◎
受
講
費
用

十
三
万
八
千
円

（
教
科
書
五
冊
・
法
令
集
・

問
題
集
付
）

二
級
《
学
科
》
受
験
合
格
実
現

コ
ー
ス
／
定
員
二
十
名

◎
全
三
十
七
回
（
計
画
八
回
、

法
規
九
回
、
力
学
五
回
、
一

般
構
造
六
回
、
施
工
九
回
）

学
科
総
合
模
擬
四
回

◎
講
座
期
間

三
月
～
六
月

平
日
（
火
、
水
夜
間
）
毎
月

日
曜
／
二
～
三
回

◎
受
講
費
用

十
万
八
千
円

（
教
科
書
四
冊
、
法
令
集
、

問
題
集
付
）

二
級
《
学
科
》
短
期
水
曜
実
践

対
策
コ
ー
ス
／
定
員
二
十
名

◎
全
三
十
七
回
（
計
画
八
回
、

法
規
九
回
、
力
学
五
回
、
一

般
構
造
六
回
、
施
工
九
回
）

学
科
総
合
模
擬
四
回

◎
講
座
期
間

二
月
～
六
月

火
曜
・
水
曜

午
前
九
時
三

十
分
～
午
後
三
時
三
十
分

（
一
講
義
／
二
時
間
三
十
分
）

◎
受
講
費
用

十
万
八
千
円

（
教
科
書
四
冊
、
法
令
集
、

問
題
集
付
）

◎
備
考

そ
の
他
、
二
級
製
図

対
策
コ
ー
ス
も
受
講
受
付
し

て
い
ま
す
。
学
科
模
擬
試
験

だ
け
で
も
申
込
可
能
で
す
。

◎
申
込
・
問
合

愛
知
県
建
築
組
合
連
合
会

名
古
屋
市
中
区
大
須
三
�
十
�
三
五

℡
０
５
２
�
８
９
０
�
９
１
０
８

三
月
開
講

受
験
生
大
募
集

住住宅宅対対策策部部
一
級・二
級
建
築
士
受
験
講
座

「「
全全
リリ
協協
」」
入入
会会
要要
件件

増増
改改
築築
相相
談談
員員
新新
規規
研研
修修
会会

労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

学
科
・
技
能
を
計
三
日
間
受

講
し
、
規
程
の
成
績
を
得
た
者

に
技
能
講
習
終
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

受
講
ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
日
程
（
三
日
間
）・
会
場

◎
学
科
・
実
技

二
月
二
十
七
日
（
土
）

二
月
二
十
八
日
（
日
）

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
�
三
�
一
四

◎
実
技

三
月
七
日
（
日
）

愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校

名
古
屋
市
北
区
安
井
二
�
四
�
四
八

■
受
講
資
格

【
一
般
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

【
特
例
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

・
次
の
い
ず
れ
か
の
業
務
を

六
ヵ
月
以
上
実
務
経
験
し

た
者
。

①
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ
以
上
の

ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
補
助

業
務

（
有
資
格
者
の
指
導
確
認
印

が
必
要
）

②
玉
掛
け
特
別
教
育
修
了
者

で
、
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ
未

満
の
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け

業
務

（
事
業
者
証
明
が
必
要
）

■
受
講
料

【
一
般
コ
ー
ス
】
三
万
八
千
円

【
特
例
コ
ー
ス
】
三
万
六
千
円

■
締
切

一
月
二
十
二
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「「
玉玉
掛掛
けけ
技技
能能
講講
習習
会会
」」

受受
講講
者者
募募
集集

平
成
三
十
年
六
月
十
九
日
、

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に

よ
り
、
高
所
作
業
を
行
う
場
合

に
は
、
原
則
と
し
て
平
成
三
十

一
年
二
月
一
日
か
ら
、
フ
ル
ハ

ー
ネ
ス
型
墜
落
制
止
用
器
具

（
安
全
帯
）
を
使
用
す
る
と
共

に
、
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
以
上

の
箇
所
に
お
い
て
、
作
業
床
を

設
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
で
、

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
を
使
用
し
て

作
業
（
ロ
ー
プ
高
所
作
業
を
除

く
）
を
行
う
場
合
に
は
、
特
別
教

育
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
こ
の
業
務
に
従

事
す
る
方
を
対
象
と
す
る
「
特

別
教
育
」
を
次
の
と
お
り
開
催

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
是
非
受
講
さ
れ
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
組
合
で
は
、
一
部
省

略
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
実
施
し

ま
せ
ん
。
六
時
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

■
開
催
日
時

二
月
十
二
日
（
金
）

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
五
時
（
休
憩
含
む
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

満
十
八
歳
以
上
で
、
高
さ
が

二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
箇
所
に

お
い
て
、
作
業
床
を
設
け
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
で
、
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
型
を
使
用
し
て

行
う
作
業
（
ロ
ー
プ
高
所
作

業
を
除
く
）
を
さ
れ
る
方
。

■
受
講
料

七
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
但
し
、
受
講
者
が
組
合
員

外
の
場
合

九
千
円

■
定
員

三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
・
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
�
６
５
９
�
０
２
８
８

「「
フフ
ルル
ハハ
ーー
ネネ
スス
型型

墜墜
落落
制制
止止
用用
器器
具具
特特
別別
教教
育育
」」

組
合
員
の
皆
様
、
労
働
管

理
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で

困
っ
た
と
き
は
、
提
携
し
て
い

る
社
会
保
険
労
務
士
に
相
談
で

き
ま
す
。

電
話
相
談
は
、
無
料
。

労
務
相
談
会
に
つ
い
て
は
、

三
十
分
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〇
電
話
相
談
�
随
時

〇
労
務
相
談
会
�
予
約
制

�
日
時
�

一
月
二
十
八
日
（
木
）

午
前
十
時
・
十
時
三
十
分
・

十
一
時
・
十
一
時
三
十
分

（
各
三
十
分
ず
つ
）

�
場
所
�
全
建
愛
知
会
館

�
申
込
締
切
�

一
月
二
十
一
日
（
木
）

※
ご
相
談
の
方
は
、
ま
ず
組
合

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基

づ
き
、
職
業
訓
練
指
導
員
に
求

め
ら
れ
る
指
導
方
法
等
に
関
す

る
能
力
を
付
与
す
る
た
め
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
受
講
く
だ

さ
い
。

■
日
程

・
二
月

十
六
日
（
火
）

・
二
月

十
七
日
（
水
）

・
二
月

十
九
日
（
金
）

・
二
月

二
十
日
（
土
）

・
二
月
二
十
二
日
（
月
）

・
二
月
二
十
四
日
（
水
）

・
二
月
二
十
五
日
（
木
）

■
受
講
時
間

午
前
九
時
二
十
分
～

午
後
五
時
三
十
五
分

■
会
場

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
�
三

�
十
四

℡
０
５
２-

５
２
４-

２
０
３
２

■
受
講
資
格

一
級
技
能
検
定
合
格
者
等

■
受
講
料

一
万
七
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
・
税
込
）

■
定
員

四
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
締
切

一
月
八
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

職
業
訓
練
指
導
員
講
習

（
４８
時
間
講
習
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
り
、
各
講

習
等
が
急
遽
延
期
又
は
中
止
、
リ
モ
ー
ト
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
対

応
等
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
願
い

ま
す
。

社社
会会
保保
険険
労労
務務
士士
にに
よよ
るる

無無
料料
のの
電電
話話
相相
談談
・・

個個
別別
相相
談談
会会
をを
実実
施施
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2021年（令和３年）１月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（９）

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
、

全
建
愛
知
会
館
に
て
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
講
習
会
」
に
参
加
し

ま
し
た
（
受
講
者
十
四
名
）
。

午
前
十
時
、
全
建
総
連
の
西

税
金
対
策
部
長
が
講
師
を
務
め

ら
れ
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
十

分
な
感
染
対
策
を
と
っ
て
い
た

だ
き
講
義
で
き
る
事
を
感
謝
い

た
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
か
ら
講

習
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
は
、
「
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」

と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
ま
し

た
が
、
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
今
回
の
講
習
が
と
て

も
為
に
な
り
ま
し
た
の
で
一
部

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
二
〇
一
九
年
十

月
か
ら
消
費
税
が
複
数
税
率
に

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
区

分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
」

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
方

式
で
は
、
免
税
事
業
者
が
発
行

し
た
領
収
書
に
お
い
て
受
領
し

た
事
業
者
が
、
漏
れ
て
い
る
事

項
が
あ
れ
ば
書
き
加
え
て
適
法

な
区
分
記
載
請
求
書
等
と
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
仕
入
税
額

控
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
二
〇
二
三
年
十

月
か
ら
は
新
し
い
方
式
で
あ
る

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」
と
は
、

税
務
署
で
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
（
課
税
事
業
者
）
と
し
て

登
録
す
る
こ
と
で
事
業
者
番
号

を
付
与
さ
れ
ま
す
。
そ
の
番
号

を
請
求
書
に
記
載
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
、
受
領
し
た
事
業
者

は
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ

な
く
な
る
制
度
で
す
。

つ
ま
り
、
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
で
な
け
れ
ば
、
元
請
か

ら
値
引
き
を
迫
ら
れ
る
こ
と

や
、
取
引
自
体
を
排
除
さ
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

後
、
私
た
ち
に
は
と
て
も
難
し

い
問
題
で
あ
る
事
が
分
か
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
こ
の
問
題
を

是
非
、
把
握
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
【
水
谷
政
規

記
】

2020（令和２）年分の所得税に適用される
税制改正ポイント

イイ
ンン
ボボ
イイ
スス
制制
度度
講講
習習
会会

難難
しし
いい
問問
題題
がが
ああ
るる
事事
がが
分分
かか
っっ
たた

基礎控除の引き上げ

インボイス制度講習会の様子

青色申告特別控除の控除額と適用要件の見直し

青色申告特別控除額が、65万円から「55万円」に引き下

げられます。但し、次のいずれかの要件を満たす場合には、

「65万円」のまま据え置かれます。

①その年分の所得税の確定申告書、貸借対照表及び損益計算

書等の提出を、その提出期限までに e-Tax を使用して行

うこと

②その年分の事業に係る仕訳帳及び総勘定元帳について、「電

磁的記録の備付け及び保存」又は「電磁的記録の備付け及

びその電磁的記録の電子計算機出力マイクロフィルムによ

る保存」を行っていること（電磁的記録の備付け等に係る

承認を受けている場合に限る）

※その他の改正点等、詳しくは

国税庁 HP（https：//www.nta.go.jp/）でご確認ください。

木
曽
川
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

一
月
十
六
日
（
土
）

■
会
場

美
恵
寿
し

千
種
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

一
月
三
十
一
日
（
日
）

■
会
場

松
楓
閣

旭
瀬
戸
支
部
／

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
健
康
体
力
づ
く
り
）

■
日
程

二
月
七
日
（
日
）

■
会
場

東
名
ボ
ウ
ル

名
東
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程

一
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場

高
針
北
保
育
園

名
東
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程

二
月
十
四
日
（
日
）

■
会
場

猪
高
保
育
園

緑
支
部
主
婦
の
会
／
寄
せ
植
え

■
日
時

一
月
二
十
三
日
（
土
）

午
前
十
時
集
合

■
会
場

ジ
ャ
ン
ボ
エ
ン
チ
ョ
ー

鳴
海
店

■
会
費

五
百
円

■
締
切

一
月
十
六
日
（
土
）

■
申
込
・
問
合

服
部
ま
で

℡
０
９
０
—
４
２
１
２
—
９
４
７
５

（
メ
ー
ル
可
）

【
注
意
】

予
定
さ
れ
る
前
記
の
行
事

は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
「
中

止
」
や
「
延
期
」
等
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
情
報
は
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

CCCCUUSS／／建建設設キキャャリリアアアアッッププシシスステテムム
令令和和２２年年1100月月かかららのの制制度度改改正正ののおお知知ららせせ

１、料金改定について

事業者の方

事業者にご負担いただく事業者登録料、管理者 ID 利用料、現場利用料につ

いて、2020年10月１日（木）から現料金が適用されています。（料金はい

ずれも消費税を含んだ額となります）

①事業者登録料（５年ごと）

※以下、省略。詳細は、建設キャリアアップシステムHP「ご利用方
法・料金」をご確認ください。 https : //www.ccus.jp/p/use

②管理者 ID利用料（１年ごと）

全全建建愛愛知知LLIINNEE
※令和2年10月以降に新規申込を行う方又はCCUSから更新のご案内を送付
させていただいた方が現料金の対象です。
※一人親方は、現行の１IDあたり2,400円に変更はありません。

公公式式アアカカウウンントトははじじめめままししたた！！

おお友友だだちち追追加加方方法法

①①QQRRココーードドでで
追追加加③現場利用料（利用ごと）
②②IIDD検検索索でで追追加加
@nai4725p

※CCUSにデータが登録（連携）された就業履歴に対して現料金が適用されます。
※９月30日までの就業履歴であっても、10月１日以降にCCUSにデータが
登録された場合は現料金が適用されますのでご注意ください。 長長島島温温泉泉 湯湯ああみみのの島島

特特別別入入館館割割引引券券配配布布ののおお知知ららせせ
組合員の皆さんに、「長島温泉 湯

あみの島」の特別入館割引券を配布

します。

是非、ご利用ください。

なお、特別入館割引券は、在庫がな

くなり次第、配布を終了します。

《利用期間と料金》

有効期限…2021（令和３）年２月28日（日）まで
（12／31～１／３と休業日は除く）

料 金…通常2,100円→
特別料金1,600円

申込方法…本部事務所窓口もしくは
お電話にてお申込みくだ
さい。

２、お問い合わせについて

建設キャリアアップシステム HP の「お問い合わせフォーム」をご利用ください。

�お問い合わせメールフォーム

https : //www.ccus.jp/contact#ContactAddForm

�FAQ（よくあるお問い合わせ）

https : //secure.okbiz.okwave.jp/faq-ccus/?site_domain

=default お休みのお知らせ
年末年始の組合事務所のお休み

は、12月28日（月）正午～１月４

日（月）です。

仕事始めは、１月５日（火）午前

９時からになります。

組合員の皆さん、よろしくお願

いいたします。

工事代金の不払いや、土

地・家屋の紛争、生活上の悩

みなど、困ったときには組合

の顧問弁護士をご紹介いたし

ます。初回の電話相談料は、

組合が負担しています。

お問い合わせは、組合まで

ご連絡ください。

３、申請について

（１）インターネット申請

https : //www.ccus.jp/p/application

（２）窓口申請

�各認定登録機関

https : //www.ccus.jp/attachments/show/5fac05ea-

b414-45d5-af7d-6c116fabc59e

※全建愛知の窓口申請は、昨年12月末をもって終了しました。

旧料金
0円

3,000円
3,000円
6,000円

現料金
0円（変更なし）

6,000円
6,000円
12,000円

資本金
一人親方
一人親方以外の個人事業主
500万円未満
500万円以上1,000万円未満

旧料金
2,400円

現料金
11,400円１IDあたり

旧料金
3円

現料金
10円１人日・現場あたり

【2020年分以降】

基礎控除額

480,000円

320,000円

160,000円

適用なし

合計所得金額

24,000,000円以下

24,000,000円超 24,500,000円以下

24,500,000円超 25,000,000円以下

25,000,000円超

【現行】

基礎控除額

一律 380,000円

顧問弁護士を紹介します
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（10）2021年（令和３年）１月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

新春2021年 丑年生まれ大集合
新たな年を迎え今年１年の抱負を…

ほ しな ひさ お

◎保科 壽雄さん
（天白支部所属）

1937年生

自己紹介…左官職人を17歳か
ら約65年やっています。息子
と一緒に現場に立ち、生涯現役
の職人であればと思います。

１、平穏な生活に戻りたい。今は、マスク・手洗い・

不要不急の外出は控え、コロナ対策を徹底して

います。

２、仕事が趣味みたいなものですが、たまに気分転

換で妻と散歩や買い物にいきます。

３、東京へ嫁いだ娘が、毎年、おせち料理を送って

くれます。お酒を飲みながら、美味しくいただ

いています。

４、笑顔で花咲く１年になりますように

願っています。

はっとり とし や

◎服部 敏也さん
（津島支部所属）

1985年生

自己紹介…仕事は建具工です。
毎日、父と二人三脚で汗を流し
ています。また、本部青年部の
幹事としても頑張っています。

１、幸い仕事の影響はないものの、１日も早く収束

してほしいです。

２、２年振りに草野球に復帰し、仲間と

一緒に白球を追いかけたいです。

３、姉の可愛い小学生になる２人の甥っ子と遊びな

がら、ゆっくり家族と過ごしたいな。

４、ケガや病気をすることなく、健康第一に過ごし

たいです。

なが せ ま み

◎長瀬 真美さん
（北支部所属）

1973年生

自己紹介…主婦の私は、電気工
をする主人の食事の面などをサ
ポートしています。また、本部
主婦の会の幹事の一員です。

１、２年前に主婦の会の幹事になり、１年間、主婦

の会のことを勉強させていただき、昨年、色々

な行事を企画していましたが、全て中止。役員

になった矢先に～。早く元の生活に戻りたい。

２、以前やっていた家庭菜園を５年振りにやりたい

な。また、ブロッコリーやオクラな

どを作りたいです。

３、長瀬家の本家に親戚が集まり、皆でゴハンを食

べます。そこで、双子の娘がキーボードとクラ

リネットを演奏して、懐メロを皆で大合奏する

のが恒例行事ですが…。今年はお家で待機か

な。

４、私と同じで、双子の娘も今年、丑年の年女。長

瀬家は女性３人年女です。年女にあやかりなが

ら、希望の持てる明るい１年にしたい。

特集第３弾

◎
こ
れ
に
す
る
・
や
っ
ぱ
り
あ
れ
に
す
る

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
…
こ

の
時
期
に
な
る
と
、
サ
ン
タ
さ

ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
準
備

に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

「
や
っ
ぱ
り
こ
っ
ち
に
す
る
」

と
子
供
。
「
も
う
プ
レ
ゼ
ン
ト

買
っ
た
の
に
」
。
子
供
の
笑
顔

の
た
め
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
い

に
駆
け
回
り
ま
す
。

【
春
日
井
市
／
藤
原
友
里
香
さ
ん
】

※
サ
ン
タ
さ
ん
大
忙
し
で
す
ね

◎
マ
ス
ク
姿
の
サ
ン
タ
さ
ん
登
場
か
な

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
今
年

は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
こ
れ
な

い
、
と
言
っ
た
時
の
子
供
の
さ

み
し
そ
う
な
顔
。

【
天
白
区
／
原
田
幸
宏
さ
ん
】

※
可
愛
い
〜
可
愛
す
ぎ
ま
す
ね

◎
面
白
か
っ
た
よ

映
画
「
鬼
滅
の
刃
」
観
て
き

ま
し
た
。
話
題
に
な
っ
て
い
る

だ
け
あ
っ
て
、
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。

【
各
務
原
市
／
亀
山
多
賀
子
さ
ん
】

※
一
度
、
観
て
み
た
い
な
〜

◎
癒
さ
れ
な
が
ら
対
策
を

風
邪
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
加

湿
器
を
購
入
し
ま
し
た
。
ア
ロ

マ
を
楽
し
め
る
タ
イ
プ
で
香
り

で
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
中
川
区
／
塚
本
玲
子
さ
ん
】

※
一
石
二
鳥
で
す
ね

◎
我
が
家
で
み
か
ん
狩
り

昨
年
買
っ
た
み
か
ん
の
木

に
、
可
愛
ら
し
い
花
が
咲
き
、

無
事
に
七
個
の
実
を
付
け
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
で
ど
こ
に
も
行
け

な
い
中
、
こ
ん
な
些
細
な
出
来

事
が
と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま
し

た
。

【
岡
崎
市
／
岩
川
泰
子
さ
ん
】

※
う
れ
し
い
出
来
事
で
す
ね

◎
今
年
一
年
は
自
粛
や
ら
…

あ
っ
と
言
う
間
の
一
年
。
も

う
十
二
月
で
す
。
去
年
は
Ｓ
ｔ

ａ
ｙ

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
＆
自
粛
と
身

の
な
い
一
年
の
よ
う
な
気
も
し

ま
す
。
が
、
手
洗
い
＆
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
し
っ
か
り

身
に
つ
い
た
一
年
で
し
た
。
来

年
は
、
自
由
に
出
か
け
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。

【
東
区
／
福
西
修
さ
ん
】

※
穏
や
か
な
一
年
で
あ
り
た
い
で
す
ね

◎
首
を
温
め
て
ね

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

首
の
つ
く
所
を
温
め
る
と
い
い

で
す
よ
。
首
・
手
首
・
足
首
で

す
。

【
西
区
／
野
中
裕
子
さ
ん
】

※
な
る
ほ
ど
、や
っ
て
み
よ
っ
と

◎
自
転
車
通
勤
し
て
い
ま
す

去
年
は
、
十
一
月
か
ら
仕
事

場
ま
で
毎
日
、
自
転
車
で
通
っ

て
い
ま
す
。
体
力
作
り
と
節
約

を
兼
ね
て
頑
張
り
ま
す
。
フ
ァ

イ
ト
。

【
稲
沢
市
／
高
平
朋
将
さ
ん
】

※
偉
い
。
感
心
し
ま
す

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
近
況
報
告

に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
イ
ギ
リ
ス
で
す

④
原
油
と
も
い
い
ま
す

⑦
ふ
り
が
な
の
こ
と
で
す
。
…

を
振
る

⑧
ゴ
ミ
減
量
の
合
言
葉
は
リ

ユ
ー
ス
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
…

⑩
桃
太
郎
の
旗
じ
る
し

⑫
ひ
と
つ
で
す

⑬
…
心
、
…
潮
、
…
指

⑭
米
映
画
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」

で
歌
わ
れ
た
「
…
の
彼
方
に
」

⑯
イ
タ
リ
ア
の
旧
通
貨

⑰
落
語
な
ど
を
聞
く
演
芸
場

⑱
胴
長
短
足
が
特
徴
的

㉓
外
回
り
の
仕
事
を
担
当
し
ま
す

㉔
道
端
の
こ
と
で
す

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
ペ
ル
ー
沖
の
海
水
温
が
上
昇

す
る
…
現
象

②
形
が
ゆ
が
ん
で
い
ま
す

③
ボ
ク
シ
ン
グ
で
、
相
手
に
抱
き

付
い
て
攻
撃
を
か
わ
す
こ
と

④
ア
ニ
メ
作
品
の
舞
台
を
フ
ァ

ン
が
訪
れ
る
「
…
巡
礼
」

⑤
五
十
円
玉
、
花
と
い
え
ば

⑥
く
ま
モ
ン
や
ひ
こ
に
ゃ
ん

⑨
英
…
、
奇
…
、
文
…

⑪
金
魚
す
く
い
で
使
う
道
具

⑬
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
見
て
東
方

⑮
子
ど
も
の
代

⑲
あ
る
惑
星
の
衛
星
で
す

⑳
漢
字
の
日
本
語
的
な
読
み

㉑
入
っ
て
温
ま
り
ま
す

㉒
元
素
記
号
は
Ｃｕ

■
応
募
方
法

①
問
題

の

答

え
②
〒
・
住

所
・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合

員
氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・

子
等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
一

月
八
日
（
金
）
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
�

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

■
当
選
者

平
岩

都
欣
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
二
月
号
の
原
稿
締
切

一
月
六
日
（
水
）

【
編
集
後
記
】

◎
一
頁
…
新
年
号
特
集
第
一
弾
で

は
、
富
岡
装
飾
の
富
岡
代
表
、
浅

見
さ
ん
、
黒
木
さ
ん
…

◎
四
頁
…
熊
本
県
応
急
仮
設
住
宅

の
特
集
で
は
、
杉
浦
さ
ん
は
じ
め

八
名
の
皆
さ
ん
…

◎
五
頁
…
愛
知
県
で
は
渡
邉
さ
ん

…
。
名
古
屋
市
で
は
小
殿
さ
ん
…

◎
七
頁
…
お
し
ど
り
で
は
、
位
田

会
長
は
じ
め
役
員
の
皆
さ
ん
…

◎
九
頁
…
税
金
講
習
会
で
は
、
水

谷
さ
ん
…

◎
十
頁
…
年
男
・
年
女
の
特
集
で

は
、
保
科
さ
ん
、
服
部
さ
ん
、
長
瀬

さ
ん
…

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

○さ

ココロロナナにに
負負けけ

るるももんんかか
！！質問

その１、コロナに対して一言

その２、今年、新たに（再び）挑戦してみたい

こと・やってみたいこと

その３、お正月の過ごし方は？

その４、今年１年、どんな年にしたいですか？

年年男男・・年年女女
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